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論文内容の要旨

本論文は，誤り制御符号に関する研究の成果をまとめたものであり， 6 章より構成されている。

第 1 章は，本研究全編にわたる序論であり，従来行われてきたこの種の研究の概要を系統的に概説し，

本研究の動機，意義，関連研究分野との位置づけを明らかにしている。

第 2 章では，本研究の全般にわたって用いられる誤り検出確率，復号誤り確率，また伝送制御を変え

ることにより復号のパフォーマンスがどう変化するかを明らかにし，実用的に重要な伝送方式で，よく

用いられるブ、ロック符号の復号パフォーマンスを論じている。

第 3 章では，重要な多重符号である一般化積符号について，その特性を連接符号，積符号と比較して

明らかにしている。更にこの符号を PCM録音機に用いた場合の効果を他の符号と比較して論じ，その

有用性を明らかにしている。

第 4 章では，重畳符号を応用した多重符号の符号構成法を従来行われてきた方法と関連づけて論じ，

新しい符号構成法を 2 種提案している。更に 2 種の構成法により構成された重畳符号の最小距離を大巾

に節減できる直交化交錯法を導入し，従来のBCH符号， RS符号， VG限界式との比較を行っている。

また，畳み込み符号に重畳符号を応用した場合の効果についても論じている。

第 5 章では， 2 重符号の復号法として新しい復号方法を提案し，従来方法と比較し，その特長を明ら

かにしている。更に提案方法を従来優れた復号法のーっと考えられてきた Chaseの復号法に適用した場

合，新しい復号方法が実現できることを明らかにし，その有用性を明らかにしている。

第 6 章は，本研究によって得られた成果を総括する結論であり，あわせて今後に残された問題につい

ても論じている。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，ディジタル通信システムに使用することを目的とした多重符号の符号構成法，復号法なら

びに評価方法に関する理論的研究について述べたもので，得られた主要な成果を要約すると次のとおり

である。

(1) 逆方向通信路の雑音による誤りを考慮したときの，自動再送信要求通信方式についての解析方法を

示し，そのときの復号のパフォーマンスを明らかにしている。

(2) 2 次元配置をもっ一般化積符号の構成法を与え，この符号を PCM録音再生システムに利用したと

きの有用性を明らかにしている。

(3) 積符号に重畳符号を応用して，新しい符号を得る構成法を提案し，誤り訂正能力を改善できること

を示している。

(4) 多重符号の復号法について，新しい復号法を提案し，従来知られた方法と比較して誤り率の大きい

通信路に対して，その特性が有用になることを明らかにしている。

以上のように本論文は，多重符号を用いたディジタル通信方式における，新しい符号法，復号法なら

びに評価法に関して，多くの新しい知見を与え，さらに新しい多重符号系についての提案とその有用性

を明らかにしているもので，通信工学の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文とし

て価値あるものと認める。
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